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さとうきび低糖度被害等に対する今後の対応

１．特別対策の実施

自然災害により低糖度等の被害が生じており、特別対策として、

次年産に向けた土づくり、新植・補植、かん水作業対策等の取組を

支援（H29年補正の活用）。

２．セーフティネット基金の運用改善

低糖度に対応して、セーフティーネット基金が発動できるよう低

糖度に対する発動要件を新設し、低糖度対策を速やかに発動。

加えて、台風等の自然災害の影響を次期作に引きずらないための

対策が柔軟に実施できるよう鹿児島県の事業計画の運用を改善。

３．低糖度の要因解明

台風や温暖化等の環境要因、品種構成や栽培管理等の人的要因な

どの観点から、本年末に向けて、最近のさとうきびの低糖度の原因

を解明し対応策を検討。

４．生産性向上を図る基盤整備の推進

収量・品質、労働生産性を向上させるため、畑地かんがい、区画

整理及び農道等の基盤整備を推進。

５．収入保険又は農業共済への加入促進

加入率の低い地域において収入保険又は農業共済への加入を促進

するとともに、さとうきび関係の補助事業において収入保険又は農

業共済の加入を促進することを検討。


